
 

 

 

 

 

 

  

 
 
■  自分の力で自分の道を 

たくましく切り拓く 
    ～ 卒業おめでとう ～ 

校長 岡田 芳文 

「２月は逃（に）げる」と言いますが，本当にあっ

という間に過ぎ去り，令和５年度も１か月を残すのみ

となりました。５・６日に３年生 51 名は，公立高校

の入試に挑みます！すでに進学先が決まった仲間も

たくさんいますが，入試は最後まで団体戦です。88 人

全員の進路が決まるまで，皆で心を合わせ，互いに支

え，励まし合いながら取り組んでほしいと思っていま

す。51 名の合格を心から祈るばかりです。 

ところで，１月の入学説明会で新入生に対し，中学

校は「自分の将来の生き方を考える３年間である」と

いう話をしました。「進路は３年生になってから」では

遅いということです。さらに言うなれば，小・中学校

９年間の学びを結集して，中学卒業後の自分の進むべ

き道を考え，勝ち取っていかねばなりません。生き方

は多様ですが，少なくとも高校・大学入試，就職試験

などにおいては，求められ・選ばれる人材でなければ

ならないというのが厳しい現実です。 

ではこれからの時代においてどのような人材（ちか

ら）が求められるのでしょうか。 

➀ 小・中学校９年間の学習内容をしっかりと身に

つけている。 
 

 

② 礼儀正しく，ルールやマナーを守り，思いやり

をもって人に接することができる。 

③ 課題解決に向けて皆で意見を出し合い，協働

して取り組むことができる。 

３点あげてみましたがどうでしょうか。今年は元日

の能登半島地震に始まり，世界ではロシア・ウクライ

ナ間，イスラエル・ハマス間の戦争に終わりが見えな

いなど不安が尽きません。これからの時代は「予測困

難な時代」と言われており，どのような未来が私たち

を待ちかまえているのか予想するのがたいへん難し

いのが現状です。しかしながら，どのような時代であ

っても，人と人が温かい絆でつながり，力を合わせて

困難に立ち向かい，未来を切り開いていくことを，こ

れからもずっと大切にしたいと切に思っています。 

さて，いよいよ 12 日は第 77 回卒業式です。今年

度は５年ぶりに１・２年生も参加します。３年生の門

出を祝う厳粛で心温まる素晴らしい式となるよう，生

徒・職員一同心をこめて準備を行っています。卒業生

の輝かしい未来にエールを贈ると

ともに，１・２年生が令和５年度を

悔いなく立派に締めくくってくれ

ることを願っています。 

   

 

 2/26 に生徒会長名で募金のお願いを差し上げまし

たところ，早速多くの募金をいただき心より御礼申し

上げます。本募金活動は，生徒会役員が中心となり， 

呼び掛けを行いました。毎朝，総務・副総務が教室で

募金を集めております。 

また，本校ＰＴＡから，2/21 の理事会で承認を得

まして１万円募金をさせていただきました。事後報告

で申し訳ございません。皆様方の温かい御理解・御協

力を賜り誠にありがとうございます。 

✿2月22日（木）家庭教育学級「子育て講座」 

        

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

  

 

  

 

令和５年度 学校だより 第８号 

 

                ２月号 

２月２９日  日置市立東市来中学校 

「能登半島地震」災害支援募金のお願い 

５日(火)  公立高校入試（～６日） 

     １・２年社会奉仕活動 

８日(金)  ３年クラスマッチ 

１１日(月) 卒業式予行・準備  

１２日(火) 第７７回卒業式 

１３日(水) 公立高校合格者発表 

１５日(金) １・２年クラスマッチ，学校運営協議会 

１９日(火) １・２年学年・学級奉仕作業 

２１日(木) 公立高校二次選抜試験 

２２日(金)     〃    合格発表 

２5日(月) 修了式，辞任式 

２７日(水) ＰＴＡ送別会（19:00～鶴丸地区公民館） 

 

 

8日(月)  新任式，始業式，入学式，１年ＰＴＡ 

１２日(金)  ２・３年ＰＴＡ 

１８日(木)  三者面談会（～２８日） 

     ※令和６年度より家庭訪問に代わり学校での面談 

主な行事予定 

講師に鹿児島育英館
中学校・高等学校の宮
元一賴（かずより）校長
先生をお迎えして，「中
学生とのつきあい方」と
いうテーマで講座を開
催しました。３０名の皆様
に出席いただき，誠にあ
りがとうございました。 
「子育てに対する様々

な不安は皆同じ。人生皆
初心者也。子どもをたく
さんほめることを心がけ
て。」など，貴重なアドバ
イス，そして，元気と勇気
をたくさんいただきまし
た。 


